





















































































































































































































































































































































































































? ? ? ? 「線を集めてタペストリー」?
? ～紙バンドを主材料にしながら壁掛けを作る～?














































































































①友達の制作を見て 3 （１） 17（６） 0（０）
②友達の意見を聞いて 0 （０） 0（０） 0（０）
③紙バンドを操作して 33（12） 14（５） 0（０）
④提示作品を見て 0 （０） 0（０） 0（０）
⑤先生のアドバイスで 0 （０） 0（０） 0（０）
⑥造形遊びをして 8 （３） 11（４） 0（０）










①友達の制作を見て 31（11） 11（４） 0（０）
②友達の意見を聞いて 0 （０） 3（１） 0（０）
③紙バンドを操作して 29（10） 14（５） 0（０）
④提示作品を見て 0 （０） 0（０） 0（０）
⑤先生のアドバイスで 3 （１） 0（０） 0（０）
⑥造形遊びをして × × ×


















































? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ％
視 覚 タ イ プ の き っ か け か ら
操 作 タ イ プ の き っ か け か ら
ア ド バ イ ス タ イ プ の き っ か け か ら
そ の 他
イ メ ー ジ 形 成 の き っ か け
Ｂ群
Ａ群
Ｂ群 ?? ?? ? ?
Ａ群 ?? ?? ? ??
視 覚 タ イ プ の き っ か け か ら操 作 タ イ プ の き っ か け か ら






この結果を見ると，造形遊びを組み込んだ ? 群は，? 群に比べると操作タイプのきっかけか




















































? ? 群? ? 群?
イメージは変化していない? １７  （５）  ４８ （１７）  
イメージは少し変化した? ３３（１０）  ２６  （９）  






































　影響を受けている   （27人  母数33人） 82％













行為からの影響　　（24人  母数27人）  89％



































































































図５ A 群 A 児作品     図６ A 群 Y 児作品 

























図７ B 群 K 児作品              図８ B 群 Ｓ児作品 














メージ形成をしていると考えられる子どもが ? 割強にのぼり，その中の ? 割弱の子ども達が，
造形遊びの行為の影響を受けてイメージ形成しているということが明らかになった．このこと
から，素材・対象との対話が，イメージ形成を促進する大きな要素であることが示唆された．?
? また，作品を検証する中で、造形遊びを組み込んだ子ども達の作品は，素材の持ち味を生か
す傾向が強くなるのではないかという新たな視点が浮かび上がってきた．?
? 今後は，いろんな素材・対象で題材開発と実践を行い，さらに子ども達のイメージ形成につ
いて研究を深めたい．?
?
謝辞：貴重なデータを提供してくれた、京都教育大学附属桃山小学校の子ども達に感謝したい
と思います。また、子ども達の作品の分析において，京都教育大学附属京都小・中学校? 美術
科常勤講師? 和田朋子氏にご協力をいただきました．心よりお礼申し上げます．?
?
図画工作科における素材・対象との対話とイメージ形成との関係
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